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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき        

 河川と橋梁の交差は道路の線形条件から斜角を有するケースが多い．また，橋脚位置についても河川区域と

の関係や河積阻害率等の制約から決定されることが多く，長支間となる傾向にある． 

 今回検討を行った高速道路橋梁は河川内橋脚が一般道路部分との共用橋脚で先行して完成しているため，構

造設置条件等制限を受けていること，また，縦断線形についてもコスト縮減の観点から計画高を低く抑えるた

めに橋脚・桁剛結構造を採用していること，加えて上記のとおり斜角・長支間（約 120m）を有する特徴のあ

る橋梁となっており，その設計概要について報告するものである． 

２．構造概要２．構造概要２．構造概要２．構造概要        

 検討橋梁の平面図および側面図を図-1 に示す．上下線分離構造の２径間連続鋼床版箱桁で中間橋脚が斜角

（41°）を有している．また，一般道路部分と２層構造となっており中間橋脚は一体橋脚である． 

 
図-1 対象橋梁 

 
 中間橋脚は一般道路部の RC 橋脚上に設置される１層３柱形式の鋼製ラーメン橋脚であるが，RC 橋脚およ

び基礎に関しては一般道路部管理者により既に建設済みであり耐力に余裕は少ない．端橋脚に関しては中間橋

脚への負担を軽減させる必要があるため，出来る限り支間長を短縮することとし，基礎を可能な限り河川区域

線近傍へ設置することとした．これにより端橋脚は逆 L 型の鋼製単柱形式となり面外方向への耐震性が懸念

されたため，橋脚梁を隣接桁あるいは隣接橋脚と剛結することにより対応した． 
キーワード 剛結構造，２層構造，斜角，動的解析 
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３．解析モデル３．解析モデル３．解析モデル３．解析モデル        

 解析モデルを図-2に示す．中間橋脚に関しては一般道路部 RC橋脚を考慮したモデルとしている．また，L2

地震時については上部構造および橋脚梁は線形部材，柱部材は非線形部材とした． 

      

図-2 解析モデル 

４．解析結果４．解析結果４．解析結果４．解析結果    

 L1 地震動までの橋脚の断面決定ケースを表-1 に示す． 

長支間の剛結橋梁であることから，常時および温度変化 

時の荷重状態が支配的であるといえる． 

 また，L2地震時の動的解析については道示の標準波を 

用いて行っているが，橋脚の一部塑性化する部位はある 

ものの断面決定要因となるまでには至っていない． 

 なお，端橋脚も含めて剛結化したことにより懸念され 

ていた中間橋脚の地震時断面力に関しては低減するこ 

とができた．地震時分担重量比を表-2に示す．既設 RC 

橋脚部に対しては図-3のような鋼製橋脚基部定着部の 

補強が必要となるが，せん断補強筋に関しては十分配置 

可能な状況となっている． 

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    

本橋梁は河川条件および一般道路部分が先行施工されて

いるという制約条件の中で検討を行ってきたが，橋脚・桁

剛結構造とすることにより断面決定要因については常時状

態が支配的となるものの，中間橋脚の地震時断面力を低減

することにより橋梁全体系として成立させることが可能と

なった． 

 今後は斜角を有する中間橋脚の剛結部の詳細構造につい

て引き続き検討を進めていく． 

橋脚番号 橋軸方向 直角方向 

P9 9.5% 6.2% 

P10 29.0% 16.7% 

P11L・C・R 30.7% 50.3% 

P12 11.5% 10.0% 

P13R 19.3% 16.8% 

P10－橋軸

直角

直角

橋軸 －－P11C,P12
柱上端

P13LP11L・R－
柱下端

－－P9,P13R

D+EQD+L+TD+L
荷重ｹｰｽ

断面

位置・方向

P10－橋軸

直角

直角

橋軸 －－P11C,P12
柱上端

P13LP11L・R－
柱下端

－－P9,P13R

D+EQD+L+TD+L
荷重ｹｰｽ

断面

位置・方向

表-1 断面決定ケース 

表中 P9,P10,P12,P13 は端橋脚，P11 は中間橋脚 
L,C,R は各々左柱，中柱，右柱を示す 

図-3 RC 橋脚定着部の補強 

せん断抵抗範囲せん断抵抗範囲せん断抵抗範囲せん断抵抗範囲 追加補強鉄筋追加補強鉄筋追加補強鉄筋追加補強鉄筋 

表-2 地震時分担重量比 
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